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【背景】 

子どもの基本的な運動能力の低下は 1)、幼児期の身体活動の量と質の低下により起こり、青壮年期や高齢期など

生涯にわたる健康に大きく関わるといわれている 2,3)。文部科学省では幼児期運動指針が策定され 4)、幼児期から

の身体活動量の確保がテーマとなっている。その中において、以下の４点について方針が示されている。(1)さま

ざまな遊びの充実、(2)自発的な遊びがうまれる環境づくり、(3)安全な環境と支援、(4)保護者との連携の重要性

が指摘されている。これらの方針に基づき実践に生かすことができるのは幼稚園や保育所といえる。そこで、幼児

を対象とする身体活動促進の方法としては、幼稚園や保育所を単位として介入する方法が有効な手段として考えら

れる。しかし、これまで群無作為化比較試験による幼児期の身体活動促進および運動能力向上についての介入研究

は少なく、その効果の十分な検証がなされているとはいえない 5)。 

 

【目的】 

本研究は、1年間の幼稚園・保育所における教諭・保育士を対象とする幼児の身体活動促進に関する教育介入が、

幼児の身体活動量に及ぼす影響を明らかにする。 

 

【方法】 

1)調査研究対象者の設定(図 1参照)  

対象地域を島根県雲南市とし、対象者は 3・4歳児 600人である。

雲南市内の 20園を介入群(n=10)と対照群(n=10)に無作為に割り付

ける。 

 

2)サンプルサイズ 

先行研究より、期待される effect sizeを 0.5、級内相関係数を

ICC=0.05と仮定すると 268人が必要となる。両群合わせて 536人

となることから、脱落者 10%を考慮し、600人を必要なサンプルサ

イズとして設定した。 

 

 

 



3)評価項目 

主要評価項目は、幼児の 1週間の身体活動量のうち中等度以上の身体活動量(MVPA)の時間の変化量とする。副次

評価項目は、1日 60分以上の MVPAを満たす児童の割合、教諭・保育士の運動に関する意識変容、保護者の運動に

関する意識変容、幼児の運動能力(25m走、体支持持続時間、立ち幅跳び、両足連続跳び越し、ボール投げ、捕球)

の変化量とする。 

 

4)介入方法 

介入期間は、1年間とする。介入対象施設の教諭・保育士に講

習会を実施(各季節 1 回ずつ、計 4 回実施)する。介入内容は、

幼児期運動指針および雲南市の教育プログラムをもとに作成さ

れた「元気にからだを動かす子どもを育てよう！！」ハンドブ

ック (図 2参照)を用いて 6)、教諭・保育士による運動プログラ

ムの作成を行う。また研究所において、１年間を通しての相談

窓口を開設する。 

 

5)倫理的配慮 

・介入群に対しては、身体活動促進の教育介入を実施し、対照

群については食育教育を実施する。 

・1年間後評価の後に、介入群と対照群を入れ替えて全園で同様

の教育介入を実施する。 

 

6)統計解析 

図 3 に示したロジックモデルに基づき、一般化線形混合モデ

ルを用いて解析する。 

 

【期待される結果】 

1)幼児 

・1 年間の介入によって、１日 60 分間の運動遊びを通じた中等度以上の身体活動量を確保し、身体活動を中心と

した生活習慣を身に着けることができる。 

・生涯にわたり運動・スポーツを楽しむための基礎的な体力運動能力を獲得することができる。 

2)教諭・保育士 

・職員研修会を通じて、幼児期の体の発育発達についての理解を深めるとともに、身体活動を促進する知識と技能

を身につけることができる。 

・保護者への情報発信を通じて、子どもへの理解を深め、保護者との協力関係を構築することができる。 

3)保護者 

・教職員からの運動遊びの取り組みについての情報提供を通じて、身体活動に関する知識を深めることができる。 

・運動遊びを中核に据えた生活リズムの見直しを図ることができる。 

 

【研究費用見積】 

1)ライフコーダＧＳレンタル費 3,000,000円 

2)質問票印刷費(保護者用)     30,000円 

3)質問票印刷費(教師用)          6,000円 

4)ハンドブック製本費(教師用)   30,000円 

5)講習会費                      20,000円 

6)人件費                        80,000円 

7)通信費                       120,000円       計   3,286,000円 

 

 



【セミナー発表質疑および助言】 

・ライフコーダの装着時間および平日、休日の数値の扱い方の検討 

・幼児を対象としたライフコーダの限界についての検討 

・サンプルサイズの設定についてクラスターランダム化比較試験では別の方法がある 

・統計解析の方法は、一般化線形混合モデルを用いる 

・市内を考慮した際のコンタミネーションを防ぐ方法についての検討 

・介入の具体的な内容について検討(先行研究の具体案を参考にする) 

・脱落者が多い(デザインがあってからサンプルサイズを設計するが、サンプルサイズが先に決まっている

ことの問題) 

・倫理的配慮についての検討 

・雲南市の幼児期の身体活動量の実態はどうなっているか(パイロット研究・横断研究として調査) 

・なぜ、その効果を見積もったか(差の意味付け) 

・副次評価項目の検討(幼児期の健康・運動課題のトピックを調査内容に含める) 
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【参加者コメント】 

○今年度から身体教育医学研究所うんなんに勤務するにあたり、疫学の研究手法を学ぶ機会として、今回のセ

ミナーに参加させていただくこととなりました。市の機関として地域住民に対して、実践的で有益な情報提

供を使命としており、エビデンスの質を高めるという点でとても参考になりました。疫学や統計学の専門的

な知識がないなかで参加し、講師の先生方の丁寧な講義やグループメンバーとのディスカッションを通じて

なんとか演習レポートの形を整えることができました。今後は、今回の経験を活かして住民のための研究に

していきたいと思いますので、引き続きご助言いただきますようよろしくお願いいたします。(安部孝文) 

 

○初参加でしたが、非常に有意義な 3日間でした。実習で扱った群無作為化比較試験はこれまでに経験がなか

ったので、非常に勉強になりました。今回のセミナーで学んだ知識を本務に活かしていきたいと思います。

ご指導いただきました先生方、ありがとうございました。(清原康介) 

 

○運動疫学研究会に入会した時から、セミナーに参加したいと考えていましたが、タイミングが合わず参加で

きずにいました。念願かなって、初参加することが出来ました。講師の先生方の講義やグループワークでの

ディスカッションでは、基礎から最新の研究手法まで学ばせていただきました。また、参加された皆様との

交流は大変刺激になり、今後の業務への活力になりました。初のセミナーは、予想を超える収穫になりまし

た。ご指導いただきました先生方、事務局の皆様ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたし

ます。(齋藤義信) 

 

○運動と健康の関係について興味がありその研究を行いたいのですが、そのためには運動疫学の基礎を知るこ

とは必須ということで今回初めて参加させていただきました。特に実験計画を立てる上でのポイント(含必 

要サンプル数)を知りたかったのですが、講義やグループワークを通して目的が達成されましたし、今回セミ

ナーが今後自分で勉強＆研究をしていく上での道しるべになってくれると思います。また、様々な分野で活

躍されている皆さまと知り合いになれたことも大きく、熱心にご指導下さった講師の先生方、献身的にセミ

ナーを支えていただいた事務局の皆さま、そしてグループワークや懇親会等の機会を通してのセミナーをよ

り充実したものにすることに貢献した参加者の皆さまに心から感謝します。(中沢 孝) 



 

○今回初めてセミナーに参加させていただきました。講師の先生方や参加者の皆様のあふれんばかりの熱意、

ビールを飲みながらのナイトセミナーなど刺激的な 3日間でした。特にグループワークでご一緒した皆様と

のディスカッションやプレゼンテーションは有意義な時間でした。今回のセミナーで学ばせていただいたこ

とを整理して、研究に大いに活かしたいと思っております。これからも疫学について勉強し、次回のセミナ

ーにも参加できればと思っております。最後に、懇切丁寧にご指導いただいた先生方、運営・準備などでお

世話いただいた事務局の皆様に感謝申し上げます。(平井一芳) 

 

○グループワークでは、介入研究を題材にしました。研究の目的は、｢ハンドブックを用いた 1年間の幼稚園・

保育所における教諭・保育士を対象とした幼児の身体活動を促進させるための教育的介入が、幼児の身体活

動量を増加させるかどうかを明らかにする｣というとても興味深い内容でした。様々な職種・経験者のなかで

切磋琢磨できた時間はとても有意義な時間でした。私自身も子育ての分野での研究は初めての経験でしたが

素晴らしい仲間との出会いのおかげでクオリティの高い研究計画が仕上がったことに心から感謝したいと思

います(平田洋介) 

 

【講師コメント】 

 

中田 由夫(筑波大学大学院人間総合科学研究科） 

 

ベーシックではありましたが、経験豊富なメンバーが揃った強力なチームでした。課題も、実際に動きつつ

ある安部さんのテーマであり、安部さんにとっては非常に有用で、他のメンバーにとっても非常に実践的な演

習になったと思います。公衆衛生現場では、個人を割り付けるランダム化比較試験は倫理的に許容されなかっ

たり、現場の理解を得られなかったりすることが多いことが予想されます。その点、クラスターランダム化比

較試験であれば、実行可能性が高まるものと思います。しかしながら、クラスターの設定方法、コンタミネー

ションを避ける工夫など、個人を割り付けるランダム化比較試験にはない難しさも併せ持ちます。私自身も個

人を割り付けるランダム化比較試験しか経験はないので、これから安部さんが実践される中で経験した問題点

やそれに対する具体的な対策などについて、次回以降の運動疫学セミナーなどを通して話題提供していただけ

ると、非常に有用な情報になるのではないかと思います。今回のセミナーで学ばれたことを、ただの知識とし

てだけではなく、実際に使ってみて経験知に高めていただけるよう、皆さんのこれからのご活躍を期待してお

ります。 


